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今後、日本列島起こり得る大災害

１．大地震

２．スーパー台風と豪雨

３．火山の大規模噴火

４．上記に伴う原子力発電所の大事故



１．大地震
【事例】熊本大地震
○前震：
2016年（平成28年）4月１４日（木）

21:26

Ｍ６．５
○本震：
2016年（平成28年）4月１６日（土）

01:25
Ｍ７．３





















































○今後、30年以内の発生確率70％以上
の南海トラフ大地震による九州の被害

大津波等による
想定される太平洋岸の
大分県、宮崎県、
鹿児島県への
激甚被害！！









○地震の3つのタイプ
１．プレート型巨大地震：
東日本大震災、スマトラ沖大地震、

２．活断層型・直下型大地震：
阪神・淡路大震災、熊本大地震、
首都直下型大地震（関東大震災）、

３．火山性地震：大正の桜島大噴
火





２．スーパー台風と豪雨
■スーパー台風の定義
超大型の台風で、風速70m/s以上のもの。
猛烈な風雨！！
原因は、地球温暖化か！？

■台風の定義
北西太平洋や南シナ海（赤道より北で、かつ東経180度よりも西100度
よりも東）に存在する熱帯低気圧で中心付近の最大風速が17.2 m/s（34ノット、
風力8）以上のものを台風と言う。

風速 日本の分類
17.2～32.7m/s 台風（昔は「弱い」「並み」を使っていたがやめた）
32.7～43.7m/s 強い台風
43.7～54.0m/s 非常に強い台風
54.0～ 猛烈な台風



３．火山の大規模噴火
○日本列島にある火山：110※世界に約1500

○九州にある主な活火山：
①阿蘇カルデラ火山：27万年、14万年、12万年、9万
年

前の巨大噴火！！

②桜島：日常的に活発な活動！！

③霧島：新燃岳は、今尚、噴火継続中。

④雲仙・普賢岳：1990～92年大噴火による激甚被害。

※1792年の眉山の火山性大崩落。“島原大変、肥後迷惑”

⑤九重連山：硫黄山 ⑥屋久島北方の口永良部島
※反面、火山活動は美しい景観の創出や温泉、地熱エネルギー等の恵みがある。



火山の噴火による実質的被害
１．火山灰の降下

２．火砕流（火山砕屑流）の地表流化

３．溶岩流の流化

４．爆風・空震・衝撃波

５．溶岩流や火砕流の熱線・熱風による被
害

６．火山弾等の飛散

７．火山性地震

８．治安不安

９．風評被害 等





４．大地震、スーパー台風、火山の大
噴火に伴う原子力発電所の大事故

※日本列島の海洋沿岸域に分布する55基の原発。
※原子力発電は、発電を停止（燃料棒 を抜いて
も）

しても核分裂は続く。（崩壊熱と放射能汚
染）
※超長期的に続く放射能汚染被害による人体、生
物への健康被害。

※福島原発の大事故を見よ！！
※福島原発事故による廃炉と現状復帰へ要する膨

大な費用の試算、約22兆円。
※原子力の力は、人間にはコントロール不能！！



○今後懸念される日本列島3つの大災害

１．南海トラフのプレート型巨大地
震：

２．東京首都直下型大地震：

３．富士山の大噴火：



１．南海トラフのプレート型巨大地震



２．東京首都直下型大地震





３．富士山の噴火
https://www.google.co.jp/url?sa=t&rct=j&q=&esrc=s&source=web&cd=6&cad=rja&uact=8&ved
=0ahUKEwibnMGI_OrSAhUDgbwKHTe_DMMQtwIIPzAF&url=https%3A%2F%2Fwww.youtube.co
m%2Fwatch%3Fv%3DWV9gP0DiF0g&usg=AFQjCNE2JahLhTY_Pu_ebzvRAk3SZpDMMg&sig2=hp9
YvtJxM0Cqkd__jQuhVA











https://www.bing.com/videos/search?q
=%e5%af%8c%e5%a3%ab%e5%b1%b1%
e3%81%ae%e5%99%b4%e7%81%ab&&v
iew=detail&mid=BD961A1517F41A1322
E7BD961A1517F41A1322E7&rvsmid=3E
B02872371DDA2921763EB02872371DD
A292176&fsscr=0&FORM=VDQVAP

富士山の噴火





私たちは、これから
日本列島で、必ず起き得る
未曾有の大災害に対して
どの様に対応すべきか！？
をみんなで考えて、
対応を決めて行く時！！



１．大災害は、いつ
か

必ず、突然に
やって来る！！



２．社会、文明が高度化・集積
化

するほどに（自然から遠くな
るほどに）、私たち人間は、
災害対応が弱くなる！！

都市化が進む程に災害に対して
弱くなる！！



○例えば、災害時のライフ・ライン
の損傷が起こると・・・

１．電気：停電で使えなくなるもの

⇒ 電燈・灯り、お店、ＰＣ・コン
ピューター（ガソリン・スタンド、
銀行のオンライン、交通系統 等）

２．水：飲料水、トイレ、生活用水、

３．ガス：あらゆる食事の煮炊き、



３．大災害時と災害前からの対応の
方法と準備についての学びを知る!!

1）経験則とノウハウの積み上げと整理：
ＲＭマニュアル等にまとめる。

2）大災害対応組織や拠点の設立。
3）大災害に対応出来る防災・減災人材の養成。
4）日頃からの活動資金の調達。（基金の創設）
5）緊急時、大災害時の広報・伝達・情宣
の手段の確保。

6）大災害に関わる研修会、講座、セミナー
等の開催。 等など



４．大自然の脅威を知る。
そして、大自然の
メカニズム学ぶ！！



５.大災害発生の場合は、

2次、3次の災害が併発

することが多い。
※例えば、東日本大震災時：大地震 ⇒津
波 ⇒ 福島原発の事故、火災、

そして、ヒューマン・エラー、物資不足、

等など



６．原発と人間社会を支え
る

エネルギー政策の
根本的な見直しが、
不可欠な時代なの

だ！！



７．私たちは、大災害に
遭遇しようとも如何にし

ても
逆境を克服して行く！！
★決して、負けない！！
★決して、折れない！！
★決して、諦めない！！



○大災害時・緊急時に必要な備品類・装備
類（衣食住で考える。アウトドア用品類が、
とても役に立つ！！）：
・水（最低、約2L/1人）※平常時は、約200L/1日/1人

・食糧・非常食（米、乾麵類、インスタント食品
類、缶詰類、フリーズドライ食品類、レトルト
食品類、調味料類、野菜・果物類、菓子類、
※調理器具類＆割れない食器類 等など
・着替え類、防寒服 ・タオル、テッシュ・ペー
パー ・洗面用具類 ・救急薬品類 ・毛布、寝
袋（シュラフ） ・保険証 ・現金 ・携帯電話
＆充電器 ・懐中電燈＆電池 ・ラジオ ・テン
ト＆テント・マット ・ナイフ ・ライター 等



○災害教育の提案
大地震や大津波、台風、洪水等の災害の自然現象のメカニズ
ムを知り、それらの現象が引き起こす悲惨なる状況に身を置
いた時の緊迫感、高揚感、絶望感が支配する非日常の環境に
は、災害現場が持つ特別なる教育力や学ぶ力がある。これら
は、頭の中でイメージするだけのシュミレーション体験とは
大きく異なる。それは、現場を観る、現場に立つ、現場で考
える、起承転結が見える、臨機応変な対応と即断即決や判断
力が養われる、と云う特徴がある。この被災地現場での教育
力を“災害教育”と呼ぶ。被災地を目の当たりにして自分たちは、
どの様に対処すべきか、減災や防災の手法や効果を実地で学
び、自らの防災やサバイバル・スキルを考え直す機会となり、
絶望感に襲われるほどの壮絶なる自然の威力を実体験するこ
とは実際に、その現場に行ってみないと分からない。

ホールアー
ス自然学校創設者

（特活）日本エコツーリズ
ムセンター創設者



九州自然学校協議会からの

ご提案！！


